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福島正則1561年 尾張国海東郡二ツ寺村生まれ（あま市）

秀吉の縁者とされる。秀吉没後に家康に接近。
関ヶ原の戦いで活躍。

寧 （々ねね/北政所/高台院）
1549年（諸説あり） 尾張国春日井郡朝日村生まれ（愛知県清須市）
秀吉正室。秀吉との間に子供はなかったが、
加藤清正や福島正則など秀吉や自身の親類縁者
を家臣として養育した。

本多正信
1538年 三河国碧海郡小川村（安城市）
または西尾城（西条城）生まれ（西尾市）
三河一向一揆では一揆側に加担したが、のち
許され家康の側近となる。

へきかいへきかい

お市の方1547年  尾張国那古野城生まれ（諸説あり）

信長妹。近江小谷城の浅井長政に嫁ぐが離別。
清須会議後、柴田勝家に嫁ぐ。

加藤清正
1562年 尾張国愛知郡中村生まれ（名古屋市中村区）

秀吉没後に家康に接近。築城の名手。熊本城の
他、名古屋城天守台石垣を築いた。

豊臣（羽柴）秀長
1540年 尾張国愛知郡中村生まれ（名古屋市中村区）

秀吉の弟。若年時から秀吉を補佐し、その出世
を支えやがて天下統一事業の実現にもっとも
貢献した。

豊臣（羽柴）秀吉
1537年 尾張国愛知郡中村生まれ（名古屋市中村区）
貧農の出だが、信長に仕え出世を果たす。信長
死後、ライバルを退け天下を統一する。

徳川家康  1542年 三河国岡崎城生まれ（岡崎市）
信長と同盟を結び、数々の戦いに協力。秀吉
政権では重鎮の地位を獲得。関ヶ原の戦い後、
征夷大将軍に任ぜられ、江戸に幕府を開く。

酒井忠次   1527年 三河国井田城生まれ（岡崎市）

家康若年時から家老として軍事、内政、外交で
活躍。徳川四天王の筆頭。

石川数正  生年は不明。 三河国小川城生まれ（安城市）

酒井忠次とともに内政、外交に活躍。小牧・長久手
の戦い後、徳川家を出奔し秀吉に仕えた。

本多忠勝  1548年 三河国西蔵前城生まれ（岡崎市）

徳川四天王のひとり。生涯57回の合戦に参加
し、無敗無傷の勇将だった。

榊原康政   1548年 三河国上野郷生まれ（豊田市）

徳川四天王のひとり。小牧・長久手の戦いの際、秀吉
を痛烈に批判した檄文により秀吉を激怒させた。

井伊直政   1561年 遠江国井伊谷生まれ（静岡県浜松市）

徳川四天王のひとり。武田家旧臣を配下に入れ
た軍団「井伊の赤備え」を率いた。

鳥居元忠  1539年 三河国渡城生まれ（岡崎市）

家康とは幼友達の間柄。関ヶ原の戦いの前哨
戦、伏見城籠城戦で奮戦。

大久保忠世  1532年 三河国上和田郷生まれ（岡崎市）

若年時より家康の父広忠に仕える。三方ヶ原の
戦いや長篠・設楽原の戦いで活躍。

山内一豊
1546年 尾張国黒田城（一宮市）または岩倉生まれ（岩倉市）

秀吉没後に家康に接近。関ヶ原の戦いで功績。

於大の方
1528年 尾張国緒川城生まれ（東浦町）

松平広忠に嫁ぎ家康を産むが、後に広忠と
離別。坂部城の久松俊勝（長家）に再嫁。

＊右記、井伊直政は遠江国生まれだが、8歳から
　14歳まで鳳来寺（新城市）で過ごした縁がある。

詳しくはWEBへ

堀尾吉晴
1543年 尾張国丹羽郡御供所村生まれ（大口町）
秀吉に仕え、小田原攻めで功績。秀吉没後に
家康に接近。

武将のふるさと愛知
愛知県は織田信長、豊臣秀吉、徳川家康－戦国の三英傑とその配下の武将や姫たちを
数多く輩出した「武将のふるさと」。彼らは天下静謐・天下泰平を願い、乱世を駆け抜けた―。
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わたり

平岩親吉
1542年 三河国額田郡坂崎村生まれ（幸田町）
家康とは幼友達の間柄。家康長男信康、九男
義直の傅（守）役を務めた。

ぬかた

もり

織田信雄  1558年 尾張国丹羽郡小折村生まれ（江南市）

信長二男。賤ヶ岳の戦い後、家康とともに秀吉
と戦う（小牧・長久手の戦い）。

しず　   が　   たけ

柴田勝家     
生年は不明。尾張国下社城または一色城生まれ（名古屋市名東区）

信長死後、秀吉と戦い敗れる（賤ヶ岳の戦い）。

しもやしろ

しず　   が　   たけ

池田輝政 1564年 尾張国清須生まれ（清須市）

秀吉の天下統一後、吉田城主に。秀吉の命で家康
二女・督姫を娶る。

めと

前田利家
1537年 尾張国荒子城または
前田城生まれ（名古屋市中川区）

賤ヶ岳の戦い後、秀吉に従属。家康とともに
晩年の秀吉を支えた。

しず　   が　   たけ

げき ぶん

いいのや

織田信長  1534年 尾張国勝幡城生まれ（稲沢市、愛西市）

桶狭間の戦い、美濃攻めを経て、室町幕府を
再興し勢力を拡大。天下統一を目前にしたが、
明智光秀の謀反に遭う。

しょばたしょばた

池田恒興
1536年 尾張国海東郡生まれ（詳細は不明） 
または同郡荒子生まれ（名古屋市中川区） 
母は信長の乳母。清須会議後、秀吉に従属。小牧・
長久手の戦いで戦死。

かいとうかいとう
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戦国史研究者寄稿文❶

▲「長篠合戦図屏風」部分（浦野家旧蔵／豊田市郷土資料館蔵）：
　家康を中心に三河武士たちの活躍が描かれている。

▲三河武士のやかた家康館（岡崎市）：家康の事績と三河
　武士の活躍をわかりやすく展示する資料館

▲「徳川十六神将図」（大樹寺蔵／岡崎市）：家康を中心に初期の武功派の家臣
　十六名を描く。酒井忠次・本多忠勝・榊原康政・井伊直政の四天王に加え、
　松平康忠・高木清秀・内藤正成・大久保忠世・大久保忠佐・服部正成・鳥居直忠・
　鳥居元忠・蜂屋貞次・平岩親吉・渡邉守綱・米津常春が描かれている。

て
も
御
家
の
犬
」と
あ
る
の
が
出
典
と

思
わ
れ
る
が
、三
河
武
士
と
い
え
ば
、

「
犬
の
よ
う
な
忠
誠
心
を
も
っ
た
武

士
」の
代
名
詞
の
よ
う
な
い
わ
れ
方
を

し
て
お
り
、そ
の
こ
と
を
実
際
に
示
し

た
の
が
、元
亀
三
年（
一
五
七
二
）十
二

月
二
十
二
日
の
三
方
ヶ
原
の
戦
い
の

と
き
の
家
康
家
臣
た
ち
の
行
動
で
あ
る
。

家
康
の
身
代
わ
り
と
な
っ
て

死
ん
で
い
っ
た
家
臣
た
ち

　
家
康
が
武
田
信
玄
と
戦
っ
た
三
方
ヶ

原
の
戦
い
の
と
き
、家
康
は
八
〇
〇
〇

い
た
家
臣
の
一
割
に
あ
た
る
八
〇
〇
人

を
失
っ
て
い
る
が
、そ
の
う
ち
の
何
人

か
は
、家
康
の
身
代
わ
り
と
な
っ
て
、

「
影
武
者
」の
よ
う
な
形
で
死
ん
で

い
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。そ
の
一
人

が
夏
目
広
次
で
、彼
は
高
齢
だ
っ
た
の

で
、こ
の
日
は
浜
松
城
で
留
守
を
預

か
っ
て
い
た
が
、「
家
康
様
が
負
け
て

逃
げ
て
く
る
と
こ
ろ
だ
」と
い
う
情
報

を
耳
に
す
る
や
否
や
、自
分
の
愛
馬
に

ま
た
が
っ
て
三
方
ヶ
原
に
迎
え
に
出

敵
対
し
た
者
も
赦
す

家
康
の
度
量

　
も
っ
と
も
、家
康
と
三
河
武
士
と
の

絆
は
い
つ
も
強
固
だ
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。永
禄
六
年（
一
五
六
三
）か
ら
翌

七
年
に
か
け
て
の
三
河
一
向
一
揆
の

と
き
に
は
、家
康
の
家
臣
で
あ
り
な
が

ら
、一
揆
側
に
属
す
る
者
も
あ
り
、実

際
に
戦
っ
て
い
た
。そ
の
一
人
が
本
多

正
信
で
あ
る
が
、の
ち
、赦
さ
れ
、家
康

の
腹
心
と
し
て
帷
幄
に
加
わ
っ
て
い

る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

　

ま
た
、家
康
は
、武
田
信
玄
と
と
も

に
今
川
氏
を
滅
ぼ
し
た
と
き
に
は
今

川
氏
の
遺
臣
を
、織
田
信
長
と
と
も
に

武
田
氏
を
滅
ぼ
し
た
と
き
は
武
田
氏

の
遺
臣
を
、豊
臣
秀
吉
と
と
も
に
北
条

氏
を
滅
ぼ
し
た
と
き
は
北
条
氏
の
遺

臣
を
自
己
の
家
臣
団
に
取
り
込
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。

た
と
こ
ろ
、う
ま
い
具
合
に
家
康
と
す

れ
ち
が
い
、そ
の
と
き
、自
分
は
馬
を

降
り
て
、そ
の
馬
に
家
康
を
乗
せ
て
、浜

松
城
に
も
ど
ら
せ
て
い
る
。そ
の
代
わ

り
、夏
目
広
次
は
そ
こ
で
武
田
の
兵
に

首
を
取
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、鈴
木
久
三
郎
と
い
う
家
臣

は
、家
康
か
ら
采
配
を
奪
い
、家
康
に

な
り
代
わ
っ
て
敵
中
に
留
ま
っ
て
時

間
か
せ
ぎ
を
し
て
家
康
を
逃
が
し
、や

は
り
、そ
こ
で
首
を
取
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
家
臣
た
ち
の
犠
牲
に

よ
っ
て
生
き
の
び
た
家
康
は
、以
後
、

「
家
臣
こ
そ
わ
が
宝
」と
い
っ
た
い
い

方
を
す
る
よ
う
に
な
る
。

「
徳
川
十
六
将
図
」と

「
徳
川
二
十
将
図
」

　
「
徳
川
十
六
将
図
」お
よ
び「
徳
川
二

十
将
図
」と
い
う
図
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

十
六
将
図
の
場
合
に
は
、家
康
を
上
部

真
ん
中
に
し
て
そ
の
下
に
十
六
人
、二

十
将
図
の
場
合
に
は
、二
十
人
が
描
か

れ
て
い
る
。家
康
家
臣「
ベ
ス
ト
16
」お

よ
び「
ベ
ス
ト
20
」と
い
う
わ
け
で
、そ

の
ど
ち
ら
に
も
入
っ
て
い
る
の
が
、酒

井
忠
次
・
榊
原
康
政
・
本
多
忠
勝
・
井
伊

直
政
の
い
わ
ゆ
る「
四
天
王
」で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、井
伊
直
政
を
除
く
三
人
が

三
河
出
身
の
三
河
武
士
で
あ
る
。

　
そ
の
ほ
か
、鳥
居
元
忠
・
本
多
正
信
・

絆
文

小
和
田 

哲
男

 (静
岡
大
学
名
誉
教
授)

徳
川
家
康

　
最
後
に
、家
康
の
人
材
観
を
物
語
る

言
葉
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。『
徳
川

実
紀
』に
み
え
る
も
の
で
、「
又
人
の
善

悪
を
察
す
る
に
、や
ゝ
も
す
れ
ば
己
が

好
み
に
ひ
か
れ
、わ
が
よ
し
と
思
ふ
方

を
よ
し
と
見
る
も
の
な
り
。人
に
は
其

長
所
の
あ
れ
ば
、己
が
心
を
捨
て
、

た
ゞ
人
の
長
所
を
と
れ
と
仰
ら
れ
し

事
も
あ
り
」と
い
う
も
の
で
あ
る
。

平
岩
親
吉
・
大
久
保
忠
世
ら
も
、い
ず

れ
も
三
河
譜
代
と
い
う
わ
け
で
、家
康

家
臣
団
の
中
心
が
三
河
武
士
だ
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

三
河
武
士
と
い
う
と
、「
犬
の
よ
う

な
忠
誠
心
」と
い
っ
た
表
現
が
あ
る
。

大
久
保
彦
左
衛
門
忠
教
の
著
わ
し
た

『
三
河
物
語
』に
、「
よ
く
て
も
あ
し
く小

和
田  

哲
男（
お
わ
だ  

て
つ
お
）

一
九
四
四
年
静
岡
市
生
ま
れ
。早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
博
士
課
程
満
期
退
学
。現
在
、静
岡
大
学
名
誉
教
授
、

文
学
博
士
。N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
で
は
二
〇
一
四
年「
軍
師

官
兵
衛
」、二
〇
一
七
年「
お
ん
な
城
主 

直
虎
」、二
〇
二
〇
年

「
麒
麟
が
く
る
」、二
〇
二
三
年「
ど
う
す
る
家
康
」な
ど

8
作
品
で
時
代
考
証
を
担
当
。主
著
に『
徳
川
家
康 

知
ら
れ

ざ
る
実
像
』、『
軍
師・参
謀
│
戦
国
時
代
の
演
出
家
た
ち
』な
ど
。

た
だ
た
か

さ
い
は
い

い 

あ
く
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日
進
市

稲
沢
市・愛
西
市

一
宮
市

清
須
市

豊
明
市

津
島
市

稲
沢
市

あ
ま
市

江
南
市

大
口
町

春
日
井
市

岩
倉
市

瀬
戸
市

尾 
張

長
が
茶
の
湯
の
際
に
取
り
寄
せ
た
と
さ

れ
る
。「
臥
松
水
」の
井
戸
跡
が
あ
る
。

■所
稲
沢
市
六
角
堂
東
町
3-

2-

8

☎
0
5
8
7-

3
2-

3
9
7
1

信
長
が
生
誕
し
た
城

勝
幡
城　

織
田
信
長
生
誕
の

城
。織
田
信
定（
信

長
祖
父
）に
よ
っ
て

築
か
れ
た
が
江
戸

時
代
の
河
川
工
事

で
消
滅
。城
域
は
稲

沢
市
か
ら
愛
西
市

に
ま
た
が
っ
た
と
さ
れ
る
。名
鉄
勝
幡

駅
北
口
に
は
推
定
復
元
模
型
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。

■所
稲
沢
市
平
和
町
城
之
内
地
区

■所
愛
西
市
勝
幡
町
五
俵
入
2
2
6
6-

4

☎
0
5
8
7-

3
2-

1
1
1
1

（
稲
沢
市
役
所
生
涯
学
習
課
）

朱
塗
り
の
社
殿
が
左
右

対
称
に
並
ぶ
様
は
、壮
観
！

津
島
神
社

疫
病
災
難
除
け
の
牛

頭
天
王
信
仰
の
総
本

社
。信
長
を
は
じ
め
、

秀
吉
、松
平
忠
吉（
家

康
四
男
）に
も
厚
く

信
仰
さ
れ
社
殿
の
造

江
戸
時
代
、
東
海
道
の

旅
人
も
立
ち
寄
っ
た
そ
う
な

桶
狭
間
古
戦
場

伝
説
地
　

桶
狭
間
の
戦
い
で

今
川
義
元
が
討
ち

取
ら
れ
た
場
所
と

い
わ
れ
る（
国
史

跡
）。江
戸
時
代
に

建
立
さ
れ
た
義
元

墓
碑
、今
川
家
重

臣
の
子
孫
が
建
て
た
桶
狭
間
弔
古
碑
、

家
臣
た
ち
の
討
死
地
を
示
す
七
石
表
な

ど
が
あ
る
。

■所
豊
明
市
栄
町
南
舘
1
1

☎
0
5
6
2-
9
2-

8
3
1
7

（
豊
明
市
生
涯
学
習
課
）

国
家
に
異
変
が
あ
る
と

汗
を
か
く
お
地
蔵
様
を
安
置

興
化
山
長
光
寺

境
内
の
真
ん
中
に
は
六
角
の
円
堂
が
た

た
ず
み
、中
に
は
本
尊
で
あ
る
鉄
造
地

蔵
菩
薩
立
像

が
安
置
さ
れ

て
い
る（
鉄
地

蔵
は
通
常
非

公
開
。事
前
申

込
み
拝
観

可
）。織
田
信

信
長
は
こ
の
城
か
ら
、

桶
狭
間
に
出
陣
し
た
！

清
洲（
清
須
）城　

清
洲（
清
須
）は
戦
国
時
代
、尾
張
の
中

心
地
と
し
て
栄

え
、城
は
織
田

信
長
を
は
じ
め

数
多
く
の
武
将

が
城
主
を
務
め

た
。現
在
、五
条

川
東
岸
に
は
城

の
歴
史
を
展
示

す
る
天
守
風
資

料
館（
清
洲
城

天
主
閣
）が
建
ち
、西
岸
に
は
発
掘
さ
れ

た
石
垣
の
復
原
展
示
や
古
城
址
が
残
る
。

■所
清
須
市
朝
日
城
屋
敷
1-

1

☎
0
5
2-

4
0
9-

7
3
3
0

営
な
ど
が
行
わ
れ
た
。本
殿
に
は
織
田

木
瓜（
織
田
家
）、五
三
桐（
豊
臣
家
）、三

葉
葵（
徳
川
家
）の
各
家
紋
が
見
ら
れ

る
。

■所
津
島
市
神
明
町
1

☎
0
5
6
7-

2
6-

3
2
1
6

一
豊
が
出
生
し
た
城
は
、

今
は
小
学
校

黒
田
城

織
田
信
長
、豊
臣
秀
吉
、徳
川
家
康
に
仕

え
た
武
将
・
山
内
一
豊
の
出
生
地
の
ひ

と
つ
と
さ
れ
る
。現
在
は
小
学
校
敷
地
。

冠
木
門
が
建
つ
。小
学
校
の
西
方
に
あ

る
木
曽
川
資
料
館
で
は
黒
田
城
の
絵
図

や
一
宮
市
ゆ
か
り
の
戦
国
武
将
を
紹
介

し
て
い
る
。

黒
田
城

■所
一
宮
市
木
曽
川
町
黒
田
字
古
城

☎
0
5
8
6-

2
8-

9
1
3
1

（
一
宮
市
観
光
協
会
）

木
曽
川
資
料
館

■所
一
宮
市
木
曽
川
町
黒
田

字
宝
光
寺
東
1
8-

1

☎
0
5
8
6-

8
7-

5
1
9
7

六
正
勝
の
子
）

が
幼
少
期
に

塔
頭
の
本
誓

院
で
手
習
い

を
受
け
た
縁

で
位
牌
や
手

習
い
の
机
を

保
管
。本
堂
は

家
政
が
寄
進
し

た
も
の
。ま
た
書
院
は
関
ヶ
原
の
戦
い

の
折
、東
軍
が
軍
議
を
開
い
た
場
所
で

も
あ
る
。

■所
江
南
市
前
飛
保
町
寺
町
2
0
2

☎
0
5
8
7-

5
4-

1
1
1
1

物
見
櫓
が
シ
ン
ボ
ル

小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
ゆ
か
り
の
城

小
口
城
　

尾
張
統
一
を
目
指
す
織
田
信
長
に
よ
り

攻
略
さ
れ
一
旦
廃
城
と
な
っ
た
が
、「
小

牧・長
久
手
の
戦
い
」で
は
羽
柴
秀
吉
方

の
前
線
基
地
と
し
て
再
興
さ
れ
た
城
。

南
大
門
は

愛
知
県
内
最
古
の
楼
門

甚
目
寺
観
音

（
鳳
凰
山
甚
目
寺
）

法
隆
寺
や
四
天
王
寺
に
つ

ぐ
国
内
有
数
の
歴
史
あ
る

寺
院
。尾
張
四
観
音
の
ひ
と

つ
で
、徳
川
家
康
が
名
古
屋

城
の
鬼
門
の
方
角
に
あ
た

る
四
つ
の
寺
院
を「
尾
張
四

観
音
」と
定
め
城
の
守
護
と

し
た
。南
大
門
の
仁
王
像
は
あ
ま
市
二

ツ
寺
に
生
ま
れ
た
福
島
正
則
が
清
洲

（
清
須
）城
時
代
に
奉
納
し
た
も
の
。

■所
あ
ま
市
甚
目
寺
東
門
前
2
4

☎
0
5
2-

4
4
2-

3
0
7
6

阿
波
徳
島
の
殿
様
に

な
っ
て
も
故
郷
を
忘
れ
ず

日
輪
山
曼
陀
羅
寺

豊
臣
秀
吉
に
仕
え
た
蜂
須
賀
家
政（
小

本
堂
天
井
、

壁
面
の
絵
も
見
ど
こ
ろ

建
雲
山
龍
潭
寺　

岩
倉
織
田
家
の
菩
提

寺
。信
長
に
敗
れ
た
城

主
織
田
信
安
の
位
牌

を
安
置
す
る
。小
牧・長

久
手
の
戦
い
に
際
し
、

徳
川
家
康
が
滞
在
し

た
と
さ
れ
て
い
る
。

■所
岩
倉
市
本
町
北
門
前
1
8

☎
0
5
8
7-

3
7-

2
0
6
2

中
国
風
の
霊
廟
建
築
は

独
特
の
雰
囲
気

源
敬
公
廟
（
応
夢
山
定
光
寺
）

徳
川
家
康
の
九
男・義
直（
尾
張
徳
川
家

初
代
）が
定
光
寺
の
地
の
風
光
を
愛
し
、

自
ら
の
廟
所
と
定
め
た
。儒
教
を
好
ん

だ
義
直
ら
し

く
帰
化
明
人

の
手
に
よ
る

霊
廟
は
儒
教

式
建
築
。（
＊

源
敬
公
廟

は
、定
光
寺

に
隣
接
す

る
）。

■所
瀬
戸
市
定
光
寺
町
3
7
3

☎
0
5
6
1-

8
5-

2
7
3
0

発
掘
調
査
の
結

果
、礎
石
や
堀

跡
が
検
出
さ

れ
、一
帯
を
城

郭
風
に
模
擬
復

元
。物
見
櫓
の

他
、門
、塀
、展

示
棟
が
あ
る
。

■所
丹
羽
郡
大
口
町
城
屋
敷
1-

2
6
1

☎
0
5
8
7-

9
5-

1
6
1
5

家
康
が
戦
い
に
際
し

縁
起
を
担
い
だ
寺

龍
源
山
太
清
寺

小
牧・長
久
手
の
戦
い
の
際
、徳
川
家
康

が「
勝
川（
か
ち
が
わ
）」と
い
う
地
名
が

縁
起
が
良
い
と
し
て
、当
地
の
阿
弥
陀

堂
で
休
憩
し
、そ
の
前
に
あ
っ
た
兜
の

形
に
似
た
塚
を
見
て
、全
軍
に
甲
冑
を

つ
け
さ
せ
出
陣
し
た
と
い
わ
れ
る
。

■所
春
日
井
市
勝
川
町
2-

1
4-

3

☎
0
5
6
8-

3
1-

4
2
1
4

武将のふるさとコラム 1

近世城下町の
ルーツは小牧

　現在の日本の多くの都
市は近世の城下町を基盤
とし、その上に現在の都市
が形成されている。その城
下町は戦国時代に端を発
するが、武士や商人、職人
たちを計画的に集住させ
た近世城下町は、かつては
安土城の城下町がルーツ
とされてきた。しかし、近
年信長が安土城以前に築
いた小牧山城の城下町こ
そがその本命と注目され
ている。発掘調査によれば
計画的な町割りや「背割下
水」という排水設備の遺構
が発掘されているとのこと。

ま
ん  

だ   

ら   

じ

た
い
せ
い 

じ

り
ゅ
う
た
ん
じ

け
ん
う
ん
ざ
ん
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の
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公
園
内
に
創
建
さ
れ
た
。秀
吉
の
偉
業

に
ち
な
み
出
世
、開
運
を
は
じ
め
茶
道

や
建
築
の
神
様
と
し
て
全
国
か
ら
参
拝

者
が
訪
れ
る
。令
和
六
年（
二
〇
二
四
）

に
は
秀
吉
正
室
の
北
政
所（
寧
々
）も

御
祭
神
と
し
て
合
祀
さ
れ
た
。神
社
の

東
側
に
は
明
治
十
六
年（
一
八
八
三
）に

建
立
さ
れ
た
秀
吉
誕
生
地
を
示
す
碑

（
明
治
四
十
四
年
に
現
在
の
石
碑
に
建

替
え
）が
あ
る
。

■所
名
古
屋
市
中
村
区
中
村
町

木
下
屋
敷 

中
村
公
園
内

☎
0
5
2-

4
1
1-

0
0
0
3

秀
吉
産
湯
の
井
戸
や

御
手
植
え
の
ヒ
イ
ラ
ギ

太
閤
山
常
泉
寺

中
村
公
園
の
東
側
に
立
地
す
る
。江
戸

時
代
の
書
物
に
は
常
泉
寺
境
内
に「
太
閤

屋
敷
」が
あ
り
、秀
吉
が
こ
の
地
で
生
ま

れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。慶
長
年
間（
一
六

草
薙
神
剣
を

ご
神
体
と
す
る
古
社

熱
田
神
宮

創
建
か
ら
一
九
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を

誇
る
古
社
。「
熱
田
さ
ん
」の
名
で
崇
敬

さ
れ
、朝
廷
を
は
じ
め
数
多
く
の
武
将

た
ち
の
信
仰
も
集
め
た
。織
田
信
長
が

桶
狭
間
の
戦
い
の
後
、戦
勝
御
礼
の
た
め

に
寄
進
し
た

築
地
塀「
信

長
塀
」が
現

存
す
る
。ま

た
御
神
体
が

草
薙
神
剣
と

い
う
こ
と
か

ら
熱
田
神
宮

に
は
古
く
か

ら
刀
剣
が
寄

進
さ
れ
た
。そ
れ
ら
神
宮
の
所
有
す
る

刀
剣
約
四
五
〇
口
を
毎
月
入
れ
替
え

て
展
示
す
る「
剣
の
宝
庫
草
薙
館
」も

見
ど
こ
ろ
。

■所
名
古
屋
市
熱
田
区
神
宮
1-

1-

1

☎
0
5
2-

6
7
1-

4
1
5
1

戦
国
一
の
大
出
世
人

秀
吉
の
生
誕
地

豊
國
神
社

明
治
十
八
年（
一
八
八
五
）豊
臣
秀
吉
を

御
祭
神
と
し
て
祀
る
神
社
と
し
て
中
村

二
十
一
世
紀
に
よ
み
が
え
っ
た

城
郭
御
殿
の
最
高
傑
作

名
古
屋
城

豊
臣
家
へ
の
に
ら
み
と
備
え
を
目
的
に

徳
川
家
康
が
天
下
普
請
で
築
い
た
名

城
。家
康
は
築
城
と
と
も
に
城
下
町
も

整
備
し
、こ
れ
に
よ
り
尾
張
の
首
府
は

名
古
屋
に
移
っ
た
。現
在
、天
守
は
閉
館

中
だ
が
、平
成
三
十
年（
二
〇
十
八
）に
完

成
し
た
本
丸
御
殿
が
見
ど
こ
ろ
。建
物
各

所
に
光
る
伝
統
工
法
の
技
と
各
部
屋
を

飾
る
狩
野
派
絵
画
の
障
壁
画
か
ら
は
、

徳
川
将
軍
家
の
威
光
と
近
世
武
家
文
化

の
美
意
識
を
堪
能
で
き
る
。

■所
名
古
屋
市
中
区
本
丸
1-
1

☎
0
5
2-

2
3
1-

1
7
0
0 

名古屋市

家
康
遺
品
や

至
高
の
大
名
道
具
が
そ
ろ
う

徳
川
美
術
館

徳
川
家
康
の
遺
品
を
中
核
と
す
る
尾
張

徳
川
家
代
々
の
遺
愛
品
を
は
じ
め
、信

長
・
秀
吉
ら
天
下
人
ゆ
か
り
の
所
蔵
品

や
、国
宝「
源
氏
物
語
絵
巻
」、国
宝
・
重

文
の
刀
剣
、武
具
、茶
道
具
な
ど
多
様
な

大
名
道
具
を
展
示
す
る
。

■所
名
古
屋
市
東
区
徳
川
町
1
0
1
7

☎
0
5
2-

9
3
5-

6
2
6
2

に
移
築
再
建
し
た
。境
内
に
は
清
正
木

像
を
祀
っ
た
清
正
公
堂
の
他
、甲
冑
姿

の
清
正
像
や
生
誕
之
地
碑
が
あ
る
。

■所
名
古
屋
市
中
村
区
中
村
町

字
木
下
屋
敷
2
2

☎
0
5
2-

4
1
2-
3
3
6
2

入
場
無
料
！

充
実
の
戦
国
資
料
館

名
古
屋
市

秀
吉
清
正
記
念
館

中
村
公
園
内

の
複
合
施
設

「
中
村
公
園
文

化
プ
ラ
ザ
」2

階
に
位
置
す
る
。

織
田
信
長
の

登
場
か
ら
豊
臣

家
の
滅
亡
ま

で
、さ
ら
に
豊

臣
秀
吉
や
加

藤
清
正
ら
尾
張

の
武
将
た
ち
に
つ
い
て
絵
画
、工
芸
、文

書
な
ど
の
資
料
や
映
像
な
ど
で
紹
介
す

る
歴
史
博
物
館
。常
設
展
示
以
外
に

も
特
別
展
示
室
で
は
テ
ー
マ
を
変
え

て
秀
吉
や
清
正
に
関
連
す
る
企
画
展

示
を
開
催
し
て
い
る
。

■所
名
古
屋
市
中
村
区
中
村
町
茶
ノ

木
2
5 

中
村
公
園
文
化
プ
ラ
ザ

☎
0
5
2-

4
1
1-

0
0
3
5

〇
〇
〜
一
六
一
五
）に
加
藤
清
正
が
豊
国

大
明
神
の
廟
堂
と
し
て
創
建
し
た
。本
尊

は
大
坂
城
に
あ
っ
た
豊
太
閤
像
を
清
正

が
も
ら
い
受
け
、鎮
座
し
た
。境
内
に
は

衣
冠
束
帯
姿
の
秀
吉
像
を
は
じ
め
、秀
吉

が
生
ま
れ
た

と
き
に
汲
ん

だ
と
い
う「
豊

太
閤
産
湯
の

井
戸
」、秀
吉

が
植
え
た
と

い
う「
御
手
植

え
の
ヒ
イ
ラ

ギ
」が
あ
る
。

■所
名
古
屋
市
中
村
区
中
村
町

字
木
下
屋
敷
4
7

☎
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2-
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2-

3
4
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7

加
藤
清
正
が

生
誕
地
に
再
建
し
た
寺

正
悦
山
妙
行
寺

も
と
は
現
在
地
よ
り
東
方
に
あ
っ
た

が
、慶
長
十
五
年（
一
六
一
〇
）名
古
屋

城
築
城
の
た

め
に
名
古
屋

に
滞
在
し
て

い
た
加
藤
清

正
が
、自
身

の
生
誕
地
に

父
母
の
菩
提

を
弔
う
た
め

名
古
屋

名
古
屋
は
、わ
し
の
う
ま
れ
故
郷
だ
が
や
〜
。

上
様（
信
長
）も
縁
深
く
、

又
左
殿（
前
田
利
家
）も
、

虎
之
助（
加
藤
清
正
）も
同
郷
じ
ゃ
。

し
か
し
今
の
名
古
屋
の
発
展
は

家
康
殿
が
名
古
屋
城
を

築
い
て
か
ら
じ
ゃ
。見
事
な
り
！

つ
い 

じ
べ
い

い　
か
ん
そ
く
た
い
す
が
た

び
ょ
う
ど
う

か

は

の
う
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